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問 	 中心市街地では、ハード面の整備や都市施設の誘
導などが進められてきたが、さらなる活性化が求
められる。中心市街地活性化に向けた今後の取り
組みについて考えは。

答  シンボルロードである田原駅前通り線の街路樹の
花木の植え替えや、田原駅前広場とロータリーに
おける花壇やフォトスポットの整備に取り組んで
いく。また、ララグランなどを活用し、市民だけ
でなく来訪者にも、さすが花のまち田原市と感じ
てもらえるような空間づくりをしていく。一方、
低・未利用地の活用については、サウンディング
型市場調査を実施し、民間活力の導入を視野に入
れながら、活性化に向けた土地利用を検討してい
く。

問 	 田原市街地の人口を、策定中の第2次総合計画の
人口推計に基づき算出すると、令和2年から計画
の最終年度である令和15年までに約1,300人減少
すると推計される。田原市街地における人口減少
対策の取り組みは。

答  空き家・空き地バンクの活用、空き家の改修や解

体への補助による不動産の流動化、さらには、田
原市民間宅地開発奨励金制度の活用により宅地開
発を促進し、居住を誘導していく。

問 	 中心市街地における景観まちづくりについて、今
後の市の方向性は。

答  花木や花を活用した花のまちにふさわしい景観づ
くりと、中心市街地の中で最も特徴のある旧城下
町の歴史を生かした景観づくりを中心に、田原中
部地区景観まちづくり検討会などの団体や市民と
一緒になって景観づくりに取り組んでいきたい。
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